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Ⅰ 調査の概要 

１．調査の目的 

  社会課題が多様化していく中、行政だけでは対応することが難しい課題が増え、共助の

重要性が高まり、ボランティア、市民活動団体に係る期待は大きくなっています。一方、

我孫子市では、ボランティア、市民活動団体にかかわる方の高齢化が進んでおり、新たな

担い手を見つけることは喫緊の課題となっています。 

本調査は、地域でのボランティア・市民活動の認知度を把握するとともに、活動への参

加の有無やどうすれば参加する気になるか等、我孫子市内の現状を把握し、今後の市民活

動支援施策の検討を進めるほか、市民活動支援の方向性を決定する基礎資料とするもので

す。 

また、本調査は我孫子市と中央学院大学との共同で実施しました。 

 

２．調査の方法 

（１）調査地域  我孫子市全域 

（２）調査対象  市内在住の 18歳以上の男女 3,000人 

         〈年齢別の配布数について〉 

若い世代の回収率が低いことから、一定の回収数を確保するため、

18歳～59歳に多く配分しました。 

（３）抽出方法  住民基本台帳から無作為抽出 

（４）調査方法  郵送による配布、郵送・インターネットによる回収 

（５）調査期間  令和元年 8月 13日～9月 13 日 

 

３．回収結果 

（１）配布数      3,000 

（２）回収数・割合   1,064・35.5% 

（３）有効回収数・割合 1,046・34.9% 

 

４．留意点 

 （１）集計について 

   図表に使われる「ｎ」は、各設問に対する回答者数を表します。 

   比率は、全て百分率（％）で表し、小数点第 2位以下を四捨五入して算出しています。

したがって、数値の合計が１００％にならない場合があります。 

また、１人の回答者が２つ以上の回答をしてもよい設問（複数回答）については、合

計の比率が１００％にならない場合があります。 

 （２）用語の取扱いについて 

   図表及び文章中で、選択肢を一部省略して用いている場合があります。 
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Ⅱ 調査結果 

問１ あなたは、この調査の前までに市民活動という言葉を知っていましたか。 

（一つを選択してください。） 

 

・一番多い回答は、「言葉だけは知っている」（６２．８％）、次いで、「知らない」（２３．

３％）、「内容まで知っている」（１３．９％）となった。 

・「内容まで知っている」、「言葉だけは知っている」と回答している方が全体の７６．

７％であることから、“市民活動”の認知度は一定程度高いことが分かる。 

 

 

内容 回答数 

1．内容まで知っている 142 

2．言葉だけは知っている 644 

3．知らない 239 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1．内容まで

知っている

13.9%

2．言葉だ

けは知って

いる

62.8%

3．知らない

23.3%

n=1,025 
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問２ あなたは、ボランティア・市民活動に関心はありますか。 

（一つを選択してください。） 

 

・一番多い回答は、「ある程度関心がある」（５１．９％）、次いで、「あまり関心がない」

（３０．９％）となった。 

・「とても関心がある」、「ある程度関心がある」と回答した方が５９．９％、「あまり関

心がない」、「全く関心がない」と回答した方が３６．５％であり、“関心がある”と回

答している方のほうが、１３．４ポイント多いことが分かる。 

 

 

 

 

 

内容 回答数 

1．とても関心がある 83 

2．ある程度関心がある 541 

3．あまり関心がない 322 

4．全く関心がない 58 

5．わからない 39 

 

 

  

1．とても

関心がある

8.0%

2．ある程度

関心がある

51.9%

3．あまり

関心がない

30.9%

4．全く関

心がない

5.6%

5．わから

ない

3.7%

n=1,043 
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問３ あなたは、ボランティア・市民活動に対してどのようなイメージを持っていますか。 

（該当するものを最大３つまで選択してください。） 

 

・一番多い回答は、「自発的・自主的な活動である」（６０．１％）、次いで、「人や社会のた

めに役立つ活動である」（４６．８％）、「無償で行う奉仕活動である」（３９．１％）とな

った。 

・一方、「自分とは無関係のものである」（２．８％）、「使命感を伴う活動である」（３．８％）、

「経験や知識が必要な活動である」（３．８％）は他の回答と比較すると低い数値となっ

た。 

 

6.5%

60.1%

28.6%

17.3%

12.9%

9.0%

9.3%

26.2%

39.1%

5.9%

46.8%

3.8%

3.8%

2.8%

2.2%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1．気軽にできる活動である

2．自発的・自主的な活動である

3．多くの人と交流できる活動である

4．自分の経験や知識技能を活かすことができる活動で

ある

5．人間性を豊かにすることができる活動である

6．自分を成長させる活動である

7．充実感や満足感を得られる活動である

8．時間に余裕のある人が行う活動である

9．無償で行う奉仕活動である

10．自己犠牲を伴う活動である

11．人や社会のために役立つ活動である

12．使命感を伴う活動である

13．経験や知識が必要な活動である

14．自分とは無関係のものである

1５．わからない

1６．その他
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内容 回答数 

1．気軽にできる活動である 66 

2．自発的・自主的な活動である 609 

3．多くの人と交流できる活動である 290 

4．自分の経験や知識技能を活かすことができる活動である 175 

5．人間性を豊かにすることができる活動である 131 

6．自分を成長させる活動である 91 

7．充実感や満足感を得られる活動である 94 

8．時間に余裕のある人が行う活動である 265 

9．無償で行う奉仕活動である 396 

10．自己犠牲を伴う活動である 60 

11．人や社会のために役立つ活動である 474 

12．使命感を伴う活動である 38 

13．経験や知識が必要な活動である 38 

14．自分とは無関係のものである 28 

1５．わからない 22 

1６．その他 9 

その他 主な意見： 

・責任を伴う活動である 

・気軽にできない。 

・うさんくさい    など  

n=1,013 
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問４ あなたは、どのような活動が地域で実施されているか知っていますか。 

（知っているものをすべて選択してください。） 

 

・一番多い回答は、「自治会・町内会」（７８．４％）、次いで、「PTA・子ども会」（５７．

８％）、「公民館などのサークルや講座」（５１．０％）となった。 

・「市民活動団体・NPO 法人」の認知度は４５．２％と全体の半分以下の数値となった。 

 

 

 

 

内容 回答数 

1．自治会・町内会 818 

2．PTA・子ども会 603 

3．老人クラブ 382 

4．市民活動団体・NPO 法人 472 

5．公民館などのサークルや講座 532 

6．知らない 143 

 

  

78.4%

57.8%

36.6%

45.2%

51.0%

13.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

1．自治会・町内会

2．PTA・子ども会

3．老人クラブ

4．市民活動団体・NPO法人

5．公民館などのサークルや講座

6．知らない

n=1,044 
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問５ あなたが、地域の活動やイベントを知るために情報を得るのはどのような媒体ですか。 

（該当するものをすべて選択してください。） 

 

・一番多い回答は、「広報あびこ」（７８．３％）、次いで、「自治会回覧板・掲示板」（５

６．７％）となった。 

・「市 HP」（１７．３％）や「SNS」（８．０％）は、他の回答と比較すると低い数値とな

った。 

 

 
 

内容 回答数 

1．広報あびこ 799 

2．市 HP 176 

3．自治会回覧板・掲示板 578 

4．近隣センターだより 260 

5．ミニコミ誌のような地域の情報誌 147 

6．公共施設に置いてあるチラシ 200 

7．SNS（Facebook、Twitter、Instagramなど） 82 

8．口
クチ

コミ（友人、知り合いなど） 248 

 

 

 

  

78.3%

17.3%

56.7%

25.5%

14.4%

19.6%

8.0%

24.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

1．広報あびこ

2．市HP

3．自治会回覧板・掲示板

4．近隣センターだより

5．ミニコミ誌のような地域の情報誌

6．公共施設に置いてあるチラシ

7．SNS（Facebook、Twitter、Instagramなど）

8．口コミ（友人、知り合いなど）

n=1,020 
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問６ あなたは、ボランティア・市民活動のどのようなところに期待していますか。 

（一つを選択してください。） 

 

・一番多い回答は、「行政では行えない柔軟なサービスの提供」（３１．１％）、次いで、

「地域における様々な交流の中心的な役割」（２３．１％）となった。 

・一方、「個人的な問題の解決」（１．３％）、「社会的な問題の解決」（４．２％）と“問

題の解決”に期待する意見は比較的少なかった。 

 

 

内容 回答数 

1．行政では行えない柔軟なサービスの提供 292 

2．地域課題の解決 151 

3．地域における様々な交流の中心的な役割 217 

4．社会的な問題の解決 39 

5．地域におけるイベントへの参加 105 

6．個人的な問題の解決 12 

7．期待していない 115 

8．その他 8 

その他 主な意見： 

・行政の負担軽減 

・日々の暮らしの支え 

・災害救助活動 

・参加する人が生きがい、やりがいを感じること   など 

1．行政では行えない柔軟な

サービスの提供

31.1%

2．地域課題の解決

16.1%

3．地域における様々な交流の中心的な役割

23.1%

4．社会的な問題の解決

4.2%

5．地域におけるイベント

への参加

11.2%

6．個人的な問題の解決

1.3%

7．期待していない

12.2%

8．その他

0.9%

n=939 
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問６－１ 問６で「期待していない」を選択した方に伺います。 

期待していない理由はなんですか。 

（一つを選択してください。） 

 

・一番多い回答は、「市民活動がよくわからないから」（４３．４％）、次いで、「市

民活動団体に興味がないから」（２８．３％）となった。 

・団体の活動に対する評価を理由にする意見は比較的少なかった。 

 

内容 回答数 

1．市民活動がよくわからないから 46 

2．市民活動団体に興味がないから 30 

3．身近に市民活動団体がないから 5 

4．市民活動団体の情報発信力・事業実行力が弱いから 13 

5．市民活動団体の組織体制（財政基盤・事務能力等）が弱いから 0 

6．市民活動団体の活動内容が気に入らないから 3 

7．その他 9 

その他 主な意見： 

・行政が行なうべき事が多い（２件） 

・何ら得るものがない 

・働いているので時間が足りない。年齢的に

も体力的にも無理です。 

1．市民活動がよくわ

からないから

43.4%

2．市民活動団体に興味がない

から

28.3%

3．身近に市民活動団

体がないから

4.7%

4．市民活動団体の情

報発信力・事業実行力

が弱いから

12.3%

5．市民活動団体の組

織体制（財政基盤・事

務能力等）が弱いから

0.0%

6．市民活動団体の活動内容

が気に入らないから

2.8%

7．その他

8.5%

n=106 
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問７ あなたは、ボランティア・市民活動に参加したいと思いますか。 

（一つを選択してください。） 

 

・一番多い回答は、「どちらかといえば参加したい」（３６．７％）、次いで、「どちらか

と言えば参加したくない」（２７．９％）となった。 

・「参加したい」（９．６％）、「どちらかといえば参加したい」（３６．７％）と４６．

３％の方が参加したいと回答している一方、「参加したくない」（１０．２％）、「どち

らかといえば参加したくない」（２７．９％）と３８．１％の方は参加したくないと回

答しており、参加したいと思っている方のほうが多い結果となった。 

 

 
 

内容 回答数 

1．参加したい 99 

2．どちらかといえば参加したい 379 

3．どちらかといえば参加したくない 288 

4．参加したくない 105 

5．わからない 163 

 

  

1．参加したい

9.6%

2．どちらかとい

えば参加したい

36.7%

3．どちらかといえば

参加したくない

27.9%

4．参加したくない

10.2%

5．わからない

15.8%

n=1,034 
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問７－１ 問７で「参加したい」、「どちらかといえば参加したい」と回答した方に伺います。

参加したいと思われた理由についてお選びください。 

（該当するものを最大３つまで選択してください。） 

 

・一番多い回答は、「困っている人を支援したいという気持ちがあるため」（４８．

８％）、次いで、「自己啓発や自らの成長につながると考えるため」（４３．９％）

となった。 

・一方、「社会的に評価されるため」（１．９％）、「知人や同僚等から勧められたた

め」（３．２％）など回答率が低くなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 回答数 

1．自己啓発や自らの成長につながると考えるため 207 

2．困っている人を支援したいという気持ちがあるため 230 

3．職業人や住民としての責務を果たすため 100 

4．自分や家族が関係している活動への支援をしたいため 89 

5．自分が抱えている社会問題の解決に必要であるため 29 

6．社会的に評価されるため 9 

7．知人や同僚等から勧められたため 15 

8．余暇を有意義に過ごしたいため 136 

9．興味・関心があるため 131 

10．その他 13 

その他 主な意見： 

・人との交流（３件） 

・共生社会への貢献（２件） 

・私でも役立つ事なら参加したい（２件） 

・してみたいと思う気持ちもあるが１人ではちょっとと思う 

n=472 

43.9%

48.8%

21.2%

18.9%

6.2%

1.9%

3.2%

28.9%

27.8%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1．自己啓発や自らの成長につながると考えるため

2．困っている人を支援したいという気持ちがあるため

3．職業人や住民としての責務を果たすため

4．自分や家族が関係している活動への支援をしたいため

5．自分が抱えている社会問題の解決に必要であるため

6．社会的に評価されるため

7．知人や同僚等から勧められたため

8．余暇を有意義に過ごしたいため

9．興味・関心があるため

10．その他
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問７－２ 問７で「参加したい」、「どちらかといえば参加したい」と回答した方に伺います。

どのような分野の活動に参加したいと思いますか。 

（該当するものをすべて選択してください。） 

 

・一番多い回答は、「まちづくり・まちおこし」（４３．６％）、次いで、「保健・医

療・福祉」（４１．６％）となった。 

・「人権・平和」（４．５％）は、他の分野と比べると低い結果となった。 

 

内容 回答数 

1．保健・医療・福祉 183 

2．教育・研究 124 

3．まちづくり・まちおこし 192 

4．芸術・文化・スポーツ 160 

5．自然・環境保全 113 

6．災害救助支援 75 

7．地域安全 121 

8．人権・平和 20 

9．国際協力・交流 56 

10．子ども・青少年育成 62 

11．その他 8 

その他 主な意見： 

・老人にかかわるボランティア 

・消費者センターの活動の援助 

・コミュニケーション力が高まるワークシ

ョップ各種 など

41.6%

28.2%

43.6%

36.4%

25.7%

17.0%

27.5%

4.5%

12.7%

14.1%

1.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

1．保健・医療・福祉

2．教育・研究

3．まちづくり・まちおこし

4．芸術・文化・スポーツ

5．自然・環境保全

6．災害救助支援

7．地域安全

8．人権・平和

9．国際協力・交流

10．子ども・青少年育成

11．その他

n=440 
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問８ 問７で「参加したくない」、「どちらかといえば参加したくない」と回答した方に伺い

ます。参加したくないと思われた理由についてお選びください。 

（該当するものを最大３つまで選択してください。） 

 

・一番多い回答は、「仕事が忙しい」（４６．０％）、次いで、「自分の生活だけで精一杯」

（４５．２％）となった。 

・一方、「活動内容への不満」（１．０％）、「活動の場が自宅から離れているなど不便」

（２．９％）は低い結果となった。 

・仕事、子育て、介護、趣味等、生活の忙しさから活動に参加したくないという意見が

多い。 

 

内容 回答数 

1．仕事が忙しい 177 

2．子育てや介護が忙しい 81 

3．自分の生活だけで精一杯 174 

4．趣味や余暇活動を優先 114 

5．活動内容がわからない 80 

6．参加の機会がない 45 

7．趣味や関心がない 50 

8．身体状況から参加が難しい 65 

9．気恥ずかしい 25 

10．活動の場が自宅から離れているなど不便 11 

11．活動内容への不満 4 

12．その他 23 

46.0%

21.0%

45.2%

29.6%

20.8%

11.7%

13.0%

16.9%

6.5%

2.9%

1.0%

6.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

1．仕事が忙しい

2．子育てや介護が忙しい

3．自分の生活だけで精一杯

4．趣味や余暇活動を優先

5．活動内容がわからない

6．参加の機会がない

7．趣味や関心がない

8．身体状況から参加が難しい

9．気恥ずかしい

10．活動の場が自宅から離れているなど不便

11．活動内容への不満

12．その他

n=385 

その他 主な意見： 

・新しいコミュニティに入っ

ていきづらい（３件） 

・無償で働くのが不満（２件） 

・自己の力不足 
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問９ 今までどのような形態でボランティア・市民活動に参加したことがありますか。 

（該当するものをすべて選択してください。） 

 

・一番多い回答は、「自治会・町内会」（４４．６％）、次いで、「今までボランティア・

市民活動に参加したことがない」（３８．５％）となった。 

・一方、「NPO 法人」（４．９％）が一番低い結果となったが、市内の NPO法人数が選択

肢の中で一番少ないことを考慮すると妥当な結果といえる。 

 
 

内容 回答数 

1．市民活動団体 149 

2．NPO法人  48 

3．自治会・町内会 441 

4．団体に加入しないで行っている 68 

5．今までにボランティア・市民活動に参加したことがない 380 

6．その他 65 

その他 主な意見：  

・学校での活動（９件） 

・PTA（７件） 

・子供会（４件） 

・職場でのボランティア活動（４件） 

・サークル活動（３件） 

・災害ボランティア（２件） 

・手賀沼マラソンなどイベントボランティ

ア（２件） 

・社会福祉協議会（２件） 

・図書ボランティア（２件） 

・国際協力、NGO 

  

15.1%

4.9%

44.6%

6.9%

38.5%

6.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

1．市民活動団体

2．NPO法人

3．自治会・町内会

4．団体に加入しないで行っている

5．参加したことがない

6．その他

n=988 
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問１０ 今までボランティア・市民活動に参加したことがある方に伺います。参加したこと

がある活動はどのような分野ですか。 

（該当するものをすべて選択してください。） 

 

・一番多い回答は、「まちづくり・まちおこし」（３２．６％）、次いで、「地域安全」

（３２．１％）となっている。 

・一方、「人権・平和」（１．８％）、「国際協力・交流」（４．１％）は他の回答と比

べると低い回答率になっている。 

 
 

内容 回答数 

1．保健・医療・福祉 92 

2．教育・研究 55 

3．まちづくり・まちおこし 185 

4．芸術・文化・スポーツ 126 

5．自然・環境保全 51 

6．災害救助支援 30 

7．地域安全 182 

8．人権・平和 10 

9．国際協力・交流 23 

10．子ども・青少年育成 81 

11．その他 38 

その他 主な意見： 

・マンション内のショップ運営に関する事、マンション内の自治会からの配布物に関する事 

・消費者活動 

・覚えていない  など 

16.2%

9.7%

32.6%

22.2%

9.0%

5.3%

32.1%

1.8%

4.1%

14.3%

6.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

1．保健・医療・福祉

2．教育・研究

3．まちづくり・まちおこし

4．芸術・文化・スポーツ

5．自然・環境保全

6．災害救助支援

7．地域安全

8．人権・平和

9．国際協力・交流

10．子ども・青少年育成

11．その他

n=567 
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問１１ 今までボランティア・市民活動に参加したことがある方に伺います。直近３年間で、

どのくらいの頻度で活動を行っていましたか。 

（一つを選択してください。） 

 

・一番多い回答は、「直近 3 年間では行っていない」（３６．１％）となった。 

・活動を行っている中で一番多い回答は、「年に数回くらい」（２７．５％）。活動頻

度が高くなるほど回答は少なくなっている。 

 

 

内容 回答数 

1．ほとんど毎日 2 

2．週に 2～3日くらい 34 

3．週に 1日くらい 36 

4．月に 2～3日くらい 57 

5．月に１日くらい 59 

6．年に数回くらい 158 

7．わからない 21 

8．直近３年間では行っていない 207 

 

  

1．ほとんど毎日

0.3%

2．週に2～3日くらい

5.9%
3．週に1日くらい

6.3%4．月に2～3日くらい

9.9%

5．月に１日くらい

10.3%

6．年に数回くらい

27.5%

7．わからない

3.7%

8．直近３年間では

行っていない

36.1%

n=574 
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問１２ ボランティア・市民活動に参加する際、どのような活動であれば参加しやすいと思

いますか。 

（該当するものを最大３つまで選択してください。） 

 

・一番多い回答は、「好きな時に参加できる」（６１．２％）、次いで、「気軽に参加で

きそうな雰囲気がある」（５０．５％）となった。 

・一方、「自分に役立つ技能が得られる」（７．２％）、「いくらか活動の対価が貰える」

（１５．８％）が他の回答と比較すると低い回答率となった。 

 
 

内容 回答数 

1．好きな時に参加できる 596 

2．いくらか活動の対価(お金、物など)が貰える 154 

3．同年代が多く参加している 177 

4．社会のために役立つことが実感できる 237 

5．趣味や特技を活かせる 226 

6．気軽に参加できそうな雰囲気がある 492 

7．自分に役立つ技能が得られる 70 

8．楽しそう、興味のある活動である 299 

 

  

61.2%

15.8%

18.2%

24.3%

23.2%

50.5%

7.2%

30.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1．好きな時に参加できる

2．いくらか活動の対価(お金、物など)が貰える

3．同年代が多く参加している

4．社会のために役立つことが実感できる

5．趣味や特技を活かせる

6．気軽に参加できそうな雰囲気がある

7．自分に役立つ技能が得られる

8．楽しそう、興味のある活動である

n=974 
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問１３ ボランティア・市民活動を盛んにするには次のような方策が考えられます。この中

で特にどのような方策が必要だと思いますか。 

（該当するものを最大３つまで選択してください。） 

 

・一番多い回答は、「市民活動の活動紹介・普及活動」（３８．０％）、次いで、「活動

に役立つ情報の積極的な発信」（３６．５％）となった。 

・一方、「市民活動団体に対する寄付制度の充実」（３．９％）、「個人や団体への相談

体制の充実」（７．４％）、「市民活動団体の交流会の実施」（８．２％）が他の回答

と比較すると回答率が低くなった。 

・補助金、場の支援、情報発信、普及活動、体験機会の提供が 3割を超える回答率に

なった。 

 
 

内容 回答数 

1．市民活動団体への補助金 298 

2．活動する場所の支援 298 

3．活動に役立つ情報の積極的な発信 360 

4．個人や団体への相談体制の充実 73 

5．市民活動団体の交流会の実施 81 

6．市民活動の活動紹介・普及活動 375 

7．市民活動の技術や知識などを得るための講座・研修会の開催 153 

8．子どもや若者に対する市民活動に関する教育機会の提供 146 

9．ボランティア・市民活動を体験する機会の提供 326 

10．安心して活動できる保険制度の充実 138 

11．市民活動団体に対する寄付制度の充実 38 

  

30.2%

30.2%

36.5%

7.4%

8.2%

38.0%

15.5%

14.8%

33.0%

14.0%

3.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

1．市民活動団体への補助金

2．活動する場所の支援

3．活動に役立つ情報の発信

4．個人や団体への相談体制の充実

5．市民活動団体の交流会の実施

6．市民活動の活動紹介・普及活動

7．市民活動の知識などを得るための講座の開催

8．子どもに対する市民活動に関する教育機会の提供

9．ボランティア・市民活動を体験する機会の提供

10．安心して活動できる保険制度の充実

11．市民活動団体に対する寄付制度の充実

n=987 
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問１４ 地域コミュニティの活性化を図るために、「地域会議」の実施を推進しています。

地域会議のような取組は必要だと思いますか。 

（一つを選択してください。） 

 

・一番多い回答は、「ある程度そう思う」（４７．６％）、次いで、「そう思う」（２６．

８％）となった。 

・取り組みが必要だと思っている人が７４．４％、必要でないと思っている人が１３．

３％となっており、多くの人が必要だと思っていることが分かる。 

 
 

内容 回答数 

1．そう思う 275 

2．ある程度そう思う 488 

3．あまり思わない 105 

4．思わない 32 

5．わからない 125 

 

  

1．そう思う

26.8%

2．ある程度そう思う

47.6%

3．あまり思わない

10.2%

4．思わない

3.1%

5．わからない

12.2%

n=1,025 

※地域会議とは・・・ 

この調査では、地域で活動する市民活動団体や自治会な

どが活動分野を越えて集まり、地域の課題に関する情報

共有や意見交換をする「話し合いの“場”」を言います。 
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問１５ 地域会議が自分の住む地域にあればより住みやすい地域となると思いますか。 

（一つを選択してください。） 

 

・一番多い回答は、「ある程度そう思う」（４５．３％）、次いで、「そう思う」（１８．

７％）となった。 

・住みやすい地域となると思っている方が６４．０％、そう思っていない人が２０．

３％となっており、多くの人が住みやすい地域になると思っていることが分かる。 

 

 
 

内容 回答数 

1．そう思う 192 

2．ある程度そう思う 465 

3．あまり思わない 168 

4．思わない 40 

5．わからない 162 

 

  

1．そう思う

18.7%

2．ある程度そう思う

45.3%

3．あまり思わない

16.4%

4．思わない

3.9%

5．わからない

15.8%

n=1,027 
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問１６ あなたは、今までに自らの意思で寄付をしたことがありますか。 

（該当するものをすべて選択してください。） 

 

・一番多い回答は、「金銭による寄付をしたことがある」（７３．６％）となった。 

・「寄付をしたことがない」と回答した方も２０．０％と、一定数いることが分かる。 

 

 

内容 回答数 

1．金銭による寄付をしたことがある 748 

2．食料・衣服などの現物による寄付をしたことがある 271 

3．寄付をしたことがない 203 

 

  

73.6%

26.7%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

1．金銭による寄付をしたことがある

2．食料・衣服などの現物による寄付をしたことが

ある

3．寄付をしたことがない

n=1,016 
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問１６－１ 寄付を行ったことがある方に伺います。あなたが寄付をした団体等はどこです

か。 

（該当するものをすべて選択してください。） 

 

・一番多い回答は、「震災復興のための寄付」（６１．６％）、次いで、「社会福祉

協議会（赤い羽根募金・歳末助け合い募金等含む）」（５９．４％）となった。 

・一方、「政党、政治団体への寄付」（２．６％）、「環境保全のための寄付」（６．

５％）などは他の回答と比べると回答率は低くなった。 

・また、「その他」の中でも日本ユニセフ協会等の“財団法人”や“学校”なども

寄付先として、多く回答があった。 

 

内容 回答数 

1．我孫子市の NPO法人・市民活動団体 65 

2．その他の NPO法人・市民活動団体 142 

3．社会福祉協議会（赤い羽根募金・歳末助け合い募金等含む） 481 

4．震災復興のための寄付 499 

5．イベント実施のための寄付（花火大会など） 258 

6．子どものための寄付（子ども食堂、貧困対策など） 89 

7．環境保全のための寄付 53 

8．行政(国、県、市町村)への寄付（ふるさと納税など） 103 

9．政党、政治団体への寄付 21 

10．その他 71 

その他 主な意見： 

・日本ユニセフ協会等の財団法人（２２件） 

・学校（部活動含む）（１６件） 

・NGO（７件） 

・盲導犬（３件） 

・企業（３件） 

・海外への寄付（３件） 

・福祉施設（３件） 

・動物愛護（３件） 

・日本赤十字社（２件） 

・ＰＴＡ（２件） 

・覚えていない 

・生協 

・神社、仏閣 

・個人ボランティア など 

8.0%

17.5%

59.4%

61.6%

31.9%

11.0%

6.5%

12.7%

2.6%

8.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1．我孫子市のNPO法人・市民活動団体

2．その他のNPO法人・市民活動団体

3．社会福祉協議会（赤い羽根募金等含む）

4．震災復興のための寄付

5．イベント実施のための寄付

6．子どものための寄付

7．環境保全のための寄付

8．行政への寄付

9．政党、政治団体への寄付

10．その他

n=810 
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問１７ 現在、企業の社会貢献活動が全国的に広がっています。そのような企業の社会貢献

活動についてどのようにお考えですか。 

（一つを選択してください。） 

 

・一番多い回答は、「期待する」（４８．６％）、次いで、「どちらかといえば期待する」

（３５．５％）となった。 

・「期待する」、「どちらかといえば期待する」と回答した方が８４．１％、「期待しな

い」、「どちらかといえば期待しない」と回答した方が６．４％となっており、多く

の方が企業の社会貢献に期待していることが分かる。 

 
 

内容 回答数 

1．期待する 498 

2．どちらかといえば期待する 364 

3．どちらかといえば期待しない 48 

4．期待しない 17 

5．わからない 98 

 

  

1．期待する

48.6%

2．どちらかといえば

期待する

35.5%

3．どちらかといえば

期待しない

4.7%

4．期待しない

1.7%

5．わからない

9.6%

n=1,025 
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問１７－１ 企業の社会貢献活動について「期待する」、「どちらかといえば期待する」と回

答した方に伺います。どのようなことに期待していますか。 

（該当するものをすべて選択してください。） 

 

・一番多い回答は、「寄付金、助成金など資金面での支援」（６６．２％）、次い

で、「企業所有の施設の開放など場所の提供」（６４．３％）となった。 

・どの項目も回答率が３０％を超えており、多くのことが望まれていることが

分かる。 

 

 

内容 回答数 

1．寄付金、助成金など資金面での支援 563 

2．企業所有の施設（会議室やスポーツ施設、倉庫等）の開放など

場所の提供 
547 

3．企業特有の技術、ノウハウの提供 358 

4．社員を活動に参加させるなど人的協力 275 

5．その他 14 

その他 主な意見： 

・企業側の地域還元意識の改革。それを牽引できる減税政策の拡充。 

・消費者センターの消費者教育のための講演会への参加 

・社会的広報力・拡散力 

・業界団体を通じた PR  など 

  

66.2%

64.3%

42.1%

32.3%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1．寄付金、助成金など資金面での支援

2．企業所有の施設（会議室やスポーツ施設、倉庫等）

の開放など場所の提供

3．企業特有の技術、ノウハウの提供

4．社員を活動に参加させるなど人的協力

5．その他

n=851 
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1．２０歳未満

1.8%
2．２０歳代

5.7%

3．３０歳代

12.3%

4．４０歳代

19.2%

5．５０歳代

20.1%

6．６０～６４

歳

6.8%

7．６５～６９

歳

9.0%

8．７０～７４

歳

9.6%

9．７５～７９

歳

8.2%

10．８０歳以上

7.2%

問１８ あなたの性を選択してください。 

（一つを選択してください。） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１９ あなたの年齢を選択してください。 

（一つを選択してください。） 

  

 

 

  

内容 回答数 

1．男性 449 

2．女性 585 

内容 回答数 

1．２０歳未満 19 

2．２０歳代 59 

3．３０歳代 128 

4．４０歳代 200 

5．５０歳代 209 

6．６０～６４歳 71 

7．６５～６９歳 93 

8．７０～７４歳 100 

9．７５～７９歳 85 

10．８０歳以上 75 

n=1,034 

n=1,039 

1．男性

43.4%

2．女性

56.6%
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問２０ あなたの我孫子市での居住年数を選択してください。 

（一つを選択してください。） 

 

 

内容 回答数 

1．２年未満 46 

2．２年～５年未満 52 

3．５年～１０年未満 75 

4．１０年～２０年未満 214 

5．２０年～３０年未満 197 

6．３０年～４０年未満 200 

7．４０年以上 255 

 

  

1．２年未満

4.4%

2．２年～５年未満

5.0%

3．５年～１０年未満

7.2%

4．１０年～２０年未

満

20.6%

5．２０年～３０年未満

19.0%

6．３０年～４０年未満

19.2%

7．４０年以上

24.5%

n=1,039 
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問２１ あなたが住んでいる地区を選択してください。 

（一つを選択してください。） 

 

・平成 31 年 4 月 1 日現在の我孫子市全域の総人口に占める地区別人口の割合（人口

比重）と比較すると、１～２％程度の誤差であることから、市全域の意見を集めら

れていると言える。 

 

 
 

内容 回答数 割合 人口比重 

1．根戸地区 23 2.2% 3.6% 

2．久寺家地区 25 2.4% 1.8% 

3．我孫子北地区 183 17.7% 17.9% 

4．我孫子南地区 208 20.1% 17.6% 

5．天王台北地区 93 9.0% 9.5% 

6．天王台南地区 187 18.1% 17.2% 

7．湖北地区 81 7.8% 7.9% 

8．湖北台地区 69 6.7% 9.0% 

9．新木地区 75 7.2% 7.6% 

10．布佐北地区 44 4.2% 4.4% 

11．布佐南地区 48 4.6% 3.5% 

 

  

1．根戸地区

2.2% 2．久寺家地区

2.4%

3．我孫子北地区

17.7%

4．我孫子南地区

20.1%

5．天王台北地区

9.0%

6．天王台南地区

18.1%

7．湖北地区

7.8%

8．湖北台地区

6.7%

9．新木地区

7.2%

10．布佐北地区

4.2%

11．布佐南地区

4.6%

n=1,036 
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問２２ あなたの職業は、次のうちどれに当たりますか。 

（一つを選択してください。） 

 
 

内容 回答数 

1．自営業（農業・商店・工場・建設業など。家族従業者を含む） 59 

2．会社員 302 

3．公務員・教員・団体職員 71 

4．パートタイマー・アルバイト 174 

5．学生 32 

6．家事専念 162 

7．無職 214 

8．その他 18 

その他 主な意見： 

・派遣社員 

・契約社員 など 

 

  

1．自営業

5.7%

2．会社員

29.3%

3．公務員・教員・団

体職員

6.9%

4．パートタイ

マー・アルバイト

16.9%

5．学生

3.1%

6．家事専念

15.7%

7．無職

20.7%

8．その他

1.7%

n=1,032 
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問２３ あなたの世帯構成は、次のうちどれに当たりますか。 

（一つを選択してください。） 

 

 

内容 回答数 

1．単身 91 

2．夫婦のみ 287 

3．親と子（２世代） 582 

4．親と子と孫（３世代） 60 

5．その他 15 

その他 主な意見： 

・兄弟・姉妹（５件） 

・同居人   など 

  

1．単身

8.8%

2．夫婦のみ

27.7%

3．親と子（２世代）

56.2%

4．親と子と孫（３世代）

5.8%

5．その他

1.4%

n=1,035 
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問２４ あなたが、我孫子市の中で誇れるものや愛着のあるものを選択してください。 

（該当するものをすべて選択してください。） 

 

  

70.9%

63.6%

17.3%

33.7%

31.8%

12.2%

16.4%

11.0%

16.4%

13.4%

14.8%

13.4%

5.2%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

1．手賀沼や周辺の自然環境

2．手賀沼花火大会

3．ジャパン・バード・フェスティバル

4．鳥の博物館

5．大正・昭和期の文化遺産（白樺文学館、杉村楚人冠

記念館など）

6．布佐地区の江戸文化遺産（竹内神社例大祭、旧井上

家住宅など）

7．自治会や神社仏閣などで開催されるお祭り

8．自分または子どもが通った（通っている）幼稚園や

保育園

9．自分または子どもが通った（通っている）小学校や

中学校

10．近隣の街並み

11．近隣の公園

12．近隣センター・市民センター

13．わからない

14．その他
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内容 回答数 

1．手賀沼や周辺の自然環境 738 

2．手賀沼花火大会 662 

3．ジャパン・バード・フェスティバル 180 

4．鳥の博物館 351 

5．大正・昭和期の文化遺産（白樺文学館、杉村楚人冠記念館な

ど） 
331 

6．布佐地区の江戸文化遺産（竹内神社例大祭、旧井上家住宅な

ど） 
127 

7．自治会や神社仏閣などで開催されるお祭り 171 

8．自分または子どもが通った（通っている）幼稚園や保育園 114 

9．自分または子どもが通った（通っている）小学校や中学校 171 

10．近隣の街並み 140 

11．近隣の公園 154 

12．近隣センター・市民センター 140 

13．わからない 54 

14．その他 45 

その他 主な意見： 

・ない（８件） 

・手賀沼のうなきちさん（３件） 

・交通の便（３件） 

・アビスタ（２件） 

・落ち着いた田舎感（２件） 

・地元の飲食店（２件） 

・手賀沼エコマラソン（２件） 

・住みやすさ（２件） 

・治安の良さ（２件） 

・学習スペースが整っている 

・近所のスーパーマーケット 

・手賀沼公園内、平和の記念碑、平和の灯、

被爆 2世、クスノキ、青桐 

・特別支援教育の体制 

・市役所 

・地域住民による定期清掃によるきれいな

街づくり 

・住宅地路地 

・保健センター 

・市民中心の子どものイベント 

・岡発戸谷津 

・地元の野菜 

・ガス展 

・NECグリーンロケッツ 

・中央学院高校野球部 

・我孫子市出身有名人 

・我孫子市立図書館 

 

  

n=1,041 
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問２５ あなたの世帯全体の年間収入（税込み額）は、およそどのくらいですか。 

（一つを選択してください。） 

 

 

内容 回答数 

1．収入なし 19 

2．２００万未満 63 

3．２００～３００万円台 237 

4．４００～５００万円台 212 

5．６００～７００万円台 145 

6．８００～９００万円台 108 

7．１，０００万円以上 123 

8．わからない 107 

 

  

1．収入なし

1.9% 2．２００万未満

6.2%

3．２００～３００万円台

23.4%

4．４００～５００万

円台

20.9%

5．６００～７００万円台

14.3%

6．８００～９００万円台

10.7%

7．１，０００万円以上

12.1%

8．わからない

10.6%

n=1,014 
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Ⅲ クロス分析 

・主要な項目についてクロス分析を行った。結果は次のとおり。 

 

① 

問１ あなたは、この調査の前までに市民活動という言葉を知っていましたか。 

問７ あなたは、ボランティア・市民活動に参加したいと思いますか。 

 

・問１の市民活動という言葉を「1．内容まで知っている」とした回答者は、問７のボラン

ティア・市民活動に「1．参加したい」「2．どちらかといえば参加したい」という回答の

合計比率が７７．４％に達し、参加意欲が高い。 

・問 1 の市民活動という言葉を「3．知らない」とした回答者のうち、１７．６％が問 7 で

ボランティア・市民活動に「4．参加したくない」と回答し、２２．２％が「5．わからな

い」と回答している。これらの回答率は、問１の他の回答者と比べ高くなっている。 

・これらの結果から、市民活動への理解を深める等、理解促進を図ることで参加意欲が増加

することが考えられる。 

 

  

総計 
1．参加

したい 

2．どち

らかと

いえば

参加し

たい 

3．どち

らかと

いえば

参加し

たくない 

4．参加

したくな

い 

5．わか

らない 
無回答 

総計 
1046 99 379 288 105 163 12 

100.0% 9.5% 36.2% 27.5% 10.0% 15.6% 1.1% 

1．内容

まで知っ

ている 

142 34 76 20 5 3 4 

100.0% 23.9% 53.5% 14.1% 3.5% 2.1% 2.8% 

2．言葉

だけは

知ってい

る 

644 44 242 193 55 105 5 

100.0% 6.8% 37.6% 30.0% 8.5% 16.3% 0.8% 

3．知ら

ない 

239 14 59 68 42 53 3 

100.0% 5.9% 24.7% 28.5% 17.6% 22.2% 1.3% 

無回答 
21 7 2 7 3 2 

- 
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② 

問１ あなたは、この調査の前までに市民活動という言葉を知っていましたか。 

問９ 今までどのような形態でボランティア・市民活動に参加したことがありますか。 

・「2．ＮＰＯ法人」を除くと問９の回答者は、問１で「2．言葉だけは知っている」の回答

率が最も高くなっている。 

・問９の「2．ＮＰＯ法人」や「1．市民活動団体」の活動に参加経験がある回答者では、４

０％前後が問１で「1．内容まで知っている」とし、問９の他の選択肢の回答者と比べる

と回答率がとても高くなっている。問１の「3．知らない」という回答率は、特に「1．市

民活動団体」で４％と低くなっている。 

・問９で「5．今までにボランティア・市民活動に参加したことがない」とした回答者のう

ち、３３．４％が問１で「3．知らない」と回答し、問９の他の選択肢の回答者と比べる

と回答率が高くなっている。一方で、「1．内容まで知っている」の回答率は３．２％と低

くとどまっている。 

・これらの結果から、参加経験のない人の多くが市民活動という言葉を知っていることがわ

かる。その上で、参加することによって、市民活動という言葉を知らない人がその言葉を

知ったり、言葉だけしか知らない人が内容を理解したりすることが促されているといえそ

うである。 

上段が問１の回答数で下段が nに対する回答率 

  
1．内容まで知

っている 

2．言葉だけは

知っている 
3．知らない 無回答 

n=1046 
142 644 239 21 

13.6% 61.6% 22.8% 2.0% 

1．市民活動団体 56 81 6 6 

n=149 37.6% 54.4% 4.0% 4.0% 

2．NPO法人  20 18 6 4 

n=48 41.7% 37.5% 12.5% 8.3% 

3．自治会・町内会 93 273 67 8 

n=441 21.1% 61.9% 15.2% 1.8% 

4．団体に加入しないで行っている 16 40 9 3 

n=68 23.5% 58.8% 13.2% 4.4% 

5．今までにボランティア・市民活動に

参加したことがない 
12 237 127 4 

n=380 3.2% 62.4% 33.4% 1.1% 

6．その他    11 37 16 1 

n=65 16.9% 56.9% 24.6% 1.5% 
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③ 

問１ あなたは、この調査の前までに市民活動という言葉を知っていましたか。 

問１９ あなたの年齢を選択してください。 

 

・問１で市民活動という言葉を「1．内容まで知っている」とした回答者の比率は、６０歳

代以上で１８．３％に達し、８０歳以上では２５％を超えている。一方で、２０歳代や３

０歳代の回答者では、「3．知らない」という回答率が他の年齢層と比べ高くなっており、

３０歳代では４０．６％となっている。 

・これらの結果から、３０歳代以下の年齢層に地域に興味を持ってもらうなど、市民活動に

ついての普及啓発の必要性があると考えられる。 

 

  総計 
1．内容まで

知っている 

2．言葉だけ

は知っている 
3．知らない 無回答 

総計 
1046 142 644 239 21 

100.0% 13.6% 61.6% 22.8% 2.0% 

1．２０歳未満 
19 3 10 6 0 

100.0% 15.8% 52.6% 31.6% 0.0% 

2．２０歳代 
59 3 34 20 2 

100.0% 5.1% 57.6% 33.9% 3.4% 

3．３０歳代 
128 4 67 52 5 

100.0% 3.1% 52.3% 40.6% 3.9% 

4．４０歳代 
200 20 124 53 3 

100.0% 10.0% 62.0% 26.5% 1.5% 

5．５０歳代 
209 28 124 48 9 

100.0% 13.4% 59.3% 23.0% 4.3% 

6．６０～６４

歳 

71 13 45 13 0 

100.0% 18.3% 63.4% 18.3% 0.0% 

7．６５～６９

歳 

93 14 67 12 0 

100.0% 15.1% 72.0% 12.9% 0.0% 

8．７０～７４

歳 

100 18 68 13 1 

100.0% 18.0% 68.0% 13.0% 1.0% 

9．７５～７９

歳 

85 19 57 9 0 

100.0% 22.4% 67.1% 10.6% 0.0% 

10．８０歳以

上 

75 19 43 12 1 

100.0% 25.3% 57.3% 16.0% 1.3% 

無回答 7 1 5 1 - 
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④ 

問２ あなたは、ボランティア・市民活動に関心はありますか。 

問７ あなたは、ボランティア・市民活動に参加したいと思いますか。 

・問２で「1．とても関心がある」とした回答者の６６．３％が問７において「1．参加した

い」と回答している。 

・問２で「2．ある程度関心がある」とした回答者のうち、５９％が問７において「2．どち

らかといえば参加したい」と回答する一方で、１３．１％が「5．わからない」と回答し

ている。 

・問２で「3．あまり関心がない」とした回答者のうち、５１．２％が問７において「3．ど

ちらかといえば参加したくない」と回答し、１９．６％が「5．わからない」と回答して

いる。 

・問２で「4．全く関心がない」とした回答者の７０．７％が問７において「4．参加したく

ない」と回答している。 

・これらの結果から、ボランティア・市民活動への関心度が高い人は参加意欲も高いといえ

そうである。 

 

  総計 
1．参加し

たい 

2．どちら

かといえ

ば参加し

たい 

3．どちら

かといえ

ば参加し

たくない 

4．参加し

たくない 

5．わから

ない 
無回答 

総計 
1046 99 379 288 105 163 12 

100.0% 9.5% 36.2% 27.5% 10.0% 15.6% 1.1% 

1．とても関

心がある 

83 55 18 3 2 3 2 

100.0% 66.3% 21.7% 3.6% 2.4% 3.6% 2.4% 

2．ある程度

関心がある 

541 40 319 98 9 71 4 

100.0% 7.4% 59.0% 18.1% 1.7% 13.1% 0.7% 

3．あまり関

心がない 

322 1 37 165 50 63 6 

100.0% 0.3% 11.5% 51.2% 15.5% 19.6% 1.9% 

4．全く関心

がない 

58 0 3 11 41 3 0 

100.0% 0.0% 5.2% 19.0% 70.7% 5.2% 0.0% 

5．わからな

い 

39 2 2 10 3 22 0 

100.0% 5.1% 5.1% 25.6% 7.7% 56.4% 0.0% 

無回答 3 1 0 1 0 1 - 
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⑤ 

問２ あなたは、ボランティア・市民活動に関心はありますか。 

問１９ あなたの年齢を選択してください。 

 

・問２で「1．とても関心がある」「2．ある程度関心がある」と回答した者の比率は、５９．

６％となっている。６５歳以上の各年齢層では、「1．とても関心がある」「2．ある程度関

心がある」という回答率は、概ね７０％以上となっており、他の年齢層と比べ高いといえ

る。 

・また、「3．あまり関心がない」という回答の比率は、３０歳代（３９．１％）や４０歳代

（３８％）など、４０歳代以下の年齢層で高くなっている。 

 

  総計 
1．とても関

心がある 

2．ある程

度関心が

ある 

3．あまり関

心がない 

4．全く関心

がない 

5．わからな

い 
無回答 

総計 
1046 83 541 322 58 39 3 

100.0% 7.9% 51.7% 30.8% 5.5% 3.7% 0.3% 

1．２０

歳未満 

19 2 8 8 1 0 0 

100.0% 10.5% 42.1% 42.1% 5.3% 0.0% 0.0% 

2．２０

歳代 

59 9 17 21 8 4 0 

100.0% 15.3% 28.8% 35.6% 13.6% 6.8% 0.0% 

3．３０

歳代 

128 4 54 50 11 8 1 

100.0% 3.1% 42.2% 39.1% 8.6% 6.3% 0.8% 

4．４０

歳代 

200 8 101 76 10 5 0 

100.0% 4.0% 50.5% 38.0% 5.0% 2.5% 0.0% 

5．５０

歳代 

209 15 106 64 15 9 0 

100.0% 7.2% 50.7% 30.6% 7.2% 4.3% 0.0% 

6．６０

～６４歳 

71 4 37 26 3 1 0 

100.0% 5.6% 52.1% 36.6% 4.2% 1.4% 0.0% 

7．６５

～６９歳 

93 5 63 19 3 3 0 

100.0% 5.4% 67.7% 20.4% 3.2% 3.2% 0.0% 

8．７０

～７４歳 

100 16 58 21 5 0 0 

100.0% 16.0% 58.0% 21.0% 5.0% 0.0% 0.0% 

9．７５

～７９歳 

85 9 50 20 2 3 1 

100.0% 10.6% 58.8% 23.5% 2.4% 3.5% 1.2% 

10．８０

歳以上 

75 11 43 14 0 6 1 

100.0% 14.7% 57.3% 18.7% 0.0% 8.0% 1.3% 

無回答 7 0 4 3 0 0 － 
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⑥ 

問３ あなたは、ボランティア・市民活動に対してどのようなイメージを持っていますか。 

問７ あなたは、ボランティア・市民活動に参加したいと思いますか。 

 

・クロス表は次の頁に掲載。 

・問７で「1．参加したい」「2．どちらかといえば参加したい」の合計回答率が問 7 の単純

集計における回答率（４５．７％）よりも高くなっているのは、問３の次の選択肢である。

「7．充実感や満足感を得られる活動である」（６９．１％）、「6．自分を成長させる活動

である」（６８．１％）、「4．自分の経験や知識技能を活かすことができる活動である」（６

２．３％）、「1．気軽にできる活動である」（６２．１％）、「3．多くの人と交流できる活

動である」（６０．７％）、「5．人間性を豊かにすることができる活動である」（５８％）、

「11．人や社会のために役立つ活動である」（４９．８％）、「2．自発的・自主的な活動で

ある」（４６．１％）。 

・対して、問７で「3．どちらかといえば参加したくない」「4．参加したくない」の合計回

答率が問７の単純集計における回答率（３７．６％）よりも高くなっているのは、問３の

次の選択肢である。「8．時間に余裕のある人が行う活動である」（５５．５％）、「10．自

己犠牲を伴う活動である」（５５％）、「9．無償で行う奉仕活動である」（４５．２％）、「12．

使命感を伴う活動」（４２．１％）、「13．経験や知識が必要な活動である」（３９．５％）。

なお、「2．自発的・自主的な活動である」が３７．４％となっている。 

・また、問３で「14．自分とは無関係のものである」とした回答者は、問７で「4．参加し

たくない」という回答の比率が高くなっている。 

・これらの結果から、市民活動に対するイメージを負担感の強いものではなく、自身を成長

させるものなどポジティブな印象を持ってもらうための施策が必要だと考えられる。 
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  総計 
1．参加した

い 

2．どちらかと

いえば参加し

たい 

3．どちらかと

いえば参加し

たくない 

4．参加したく

ない 

5．わからな

い 
無回答 

総計 
1046 99 379 288 105 163 12 

100.0% 9.5% 36.2% 27.5% 10.0% 15.6% 1.1% 

1．気軽にできる活動で

ある 

66 13 28 12 3 9 1 

100.0% 19.7% 42.4% 18.2% 4.5% 13.6% 1.5% 

2．自発的・自主的な活

動である 

609 59 222 176 52 97 3 

100.0% 9.7% 36.5% 28.9% 8.5% 15.9% 0.5% 

3．多くの人と交流でき

る活動である 

290 39 137 63 8 38 5 

100.0% 13.4% 47.2% 21.7% 2.8% 13.1% 1.7% 

4．自分の経験や知識

技能を活かすことがで

きる活動である 

175 24 85 36 11 18 1 

100.0% 13.7% 48.6% 20.6% 6.3% 10.3% 0.6% 

5．人間性を豊かにす

ることができる活動で

ある 

131 18 58 30 2 21 2 

100.0% 13.7% 44.3% 22.9% 1.5% 16.0% 1.5% 

6．自分を成長させる活

動である 

91 19 43 10 2 14 3 

100.0% 20.9% 47.3% 11.0% 2.2% 15.4% 3.3% 

7．充実感や満足感を

得られる活動である 

94 14 51 19 3 6 1 

100.0% 14.9% 54.3% 20.2% 3.2% 6.4% 1.1% 

8．時間に余裕のある

人が行う活動である 

265 5 64 103 44 44 5 

100.0% 1.9% 24.2% 38.9% 16.6% 16.6% 1.9% 

9．無償で行う奉仕活

動である 

396 22 125 124 55 64 6 

100.0% 5.6% 31.6% 31.3% 13.9% 16.2% 1.5% 

10．自己犠牲を伴う活

動である 

60 3 14 19 14 9 1 

100.0% 5.0% 23.3% 31.7% 23.3% 15.0% 1.7% 

11．人や社会のために

役立つ活動である 

474 42 194 121 39 74 4 

100.0% 8.9% 40.9% 25.5% 8.2% 15.6% 0.8% 

12．使命感を伴う活動

である 

38 2 14 15 1 6 0 

100.0% 5.3% 36.8% 39.5% 2.6% 15.8% 0.0% 

13．経験や知識が必要

な活動である 

38 4 13 12 3 6 0 

100.0% 10.5% 34.2% 31.6% 7.9% 15.8% 0.0% 

14．自分とは無関係の

ものである 

28 0 1 7 17 3 0 

100.0% 0.0% 3.6% 25.0% 60.7% 10.7% 0.0% 

1５．わからない 
22 1 2 5 4 10 0 

100.0% 4.5% 9.1% 22.7% 18.2% 45.5% 0.0% 

1６．その他 
9 0 2 2 4 1 0 

100.0% 0.0% 22.2% 22.2% 44.4% 11.1% 0.0% 
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⑦ 

問７ あなたは、ボランティア・市民活動に参加したいと思いますか。 

問１２ ボランティア・市民活動に参加する際、どのような活動であれば参加しやすいと思

いますか。 

・問１２の単純集計では、「1．好きなときに参加できる」（６１．２％）や「6．気軽に参加

できそうな雰囲気がある」（５０．５％）が回答率の高かった選択肢である。しかし、問

７で「4．参加したくない」とした回答者は、問７の他の回答者と比べこれらの回答率が

低くなっている。また、「4．参加したくない」では、問１２の「2．いくらか活動の対価

(お金、物など)が貰える」の回答率が２６．７％と高めである。 

・問７で「5．わからない」とした回答者では、問１２の「6．気軽に参加できそうな雰囲気

がある」や「8．楽しそう、興味のある活動である」の回答率がやや高い傾向にある。 

・問７で「1．参加したい」とした回答者のうち、４４．４％が問１２において「4．社会の

ために役立つことが実感できる」と回答し、問７の他の回答者と比べ回答率がとても高い。 

 

上段が問１２の回答数で下段が nに対する回答率 

  

1．好き

な時に参

加できる 

2．いくら

か活動

の対価

(お金、

物など)

が貰える 

3．同年

代が多く

参加して

いる 

4．社会

のために

役立つこ

とが実感

できる 

5．趣味

や特技を

活かせる 

6．気軽

に参加で

きそうな

雰囲気

がある 

7．自分

に役立つ

技能が

得られる 

8．楽しそ

う、興味

のある活

動である 

n=974 
596 154 177 237 226 492 70 299 

61.2% 15.8% 18.2% 24.3% 23.2% 50.5% 7.2% 30.7% 

1．参加したい 60 12 20 44 24 39 8 22 

n=99 60.6% 12.1% 20.2% 44.4% 24.2% 39.4% 8.1% 22.2% 

2．どちらかといえば

参加したい 
229 49 70 111 111 197 27 92 

n=379 60.4% 12.9% 18.5% 29.3% 29.3% 52.0% 7.1% 24.3% 

3．どちらかといえば

参加したくない 
162 52 49 45 46 125 18 92 

n=288 56.3% 18.1% 17.0% 15.6% 16.0% 43.4% 6.3% 31.9% 

4．参加したくない 45 28 10 13 11 32 6 34 

n=105 42.9% 26.7% 9.5% 12.4% 10.5% 30.5% 5.7% 32.4% 

5．わからない 95 13 27 21 30 91 11 58 

n=163 58.3% 8.0% 16.6% 12.9% 18.4% 55.8% 6.7% 35.6% 

無回答 5 0 1 3 4 8 0 1 
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⑧ 

問７ あなたは、ボランティア・市民活動に参加したいと思いますか。 

問１９ あなたの年齢を選択してください。 

・６０歳以上で「１．参加したい」「２．どちらかといえば参加したい」を合計した回答率

が単純集計の比率（４５．７％）よりも高くなっており、特に「8．７０～７４歳」で５

７％となり各年齢層で一番高くなっている。これらの年齢層での参加意欲の高さがわかる。 

・３０歳代では「3．どちらかといえば参加したくない」（３６．７％）という回答の比率が

他の年齢層よりも高くなっている。 

・また、３０歳代～５０歳代においては、「5．わからない」という回答の比率がやや高くな

っている。 

 

  総計 
1．参加

したい 

2．どちら

かといえ

ば参加し

たい 

3．どちら

かといえ

ば参加し

たくない 

4．参加

したくな

い 

5．わか

らない 
無回答 

総計 
1046 99 379 288 105 163 12 

100.0% 9.5% 36.2% 27.5% 10.0% 15.6% 1.1% 

1．２０

歳未満 

19 5 5 4 3 2 0 

100.0% 26.3% 26.3% 21.1% 15.8% 10.5% 0.0% 

2．２０

歳代 

59 11 14 19 7 8 0 

100.0% 18.6% 23.7% 32.2% 11.9% 13.6% 0.0% 

3．３０

歳代 

128 7 33 47 16 24 1 

100.0% 5.5% 25.8% 36.7% 12.5% 18.8% 0.8% 

4．４０

歳代 

200 9 76 58 21 34 2 

100.0% 4.5% 38.0% 29.0% 10.5% 17.0% 1.0% 

5．５０

歳代 

209 15 74 56 21 41 2 

100.0% 7.2% 35.4% 26.8% 10.0% 19.6% 1.0% 

6．６０

～６４歳 

71 6 27 19 7 11 1 

100.0% 8.5% 38.0% 26.8% 9.9% 15.5% 1.4% 

7．６５

～６９歳 

93 8 44 21 7 13 0 

100.0% 8.6% 47.3% 22.6% 7.5% 14.0% 0.0% 

8．７０

～７４歳 

100 18 39 24 9 9 1 

100.0% 18.0% 39.0% 24.0% 9.0% 9.0% 1.0% 

9．７５

～７９歳 

85 11 33 22 7 9 3 

100.0% 12.9% 38.8% 25.9% 8.2% 10.6% 3.5% 

10．８０

歳以上 

75 8 33 15 6 11 6 

100.0% 10.1% 41.8% 19.0% 7.6% 13.9% 7.6% 

無回答 7 1 1 3 1 1 - 
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〇年代をさらに男女別に分けると下表のとおり。 

・男女で比較すると、４０歳代以下は男性に参加意欲が低く、女性の参加意欲が高い。一方、

６５歳以上では男性の参加意欲が高く、女性の参加意欲が低くなっている。 

・特に３０歳代では、男性の参加意欲が低く、女性の参加意欲が高い結果が顕著である。 

 

  
総計 

1．参加し

たい 

2．どちらか

といえば参

加したい 

3．どちらか

といえば参

加したくな

い 

4．参加し

たくない 

5．わから

ない 
無回答 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

総計 
448 583 51 48 162 214 119 166 52 51 62 96 1 8 

100.0% 100.0% 11.4% 8.2% 36.2% 36.7% 26.6% 28.5% 11.6% 8.7% 13.8% 16.5% 0.2% 1.4% 

1． 

２０歳

未満 

6 13 0 5 2 3 1 3 1 2 2 0 0 0 

100.0% 100.0% 0.0% 38.5% 33.3% 23.1% 16.7% 23.1% 16.7% 15.4% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 

2．２０

歳代 

28 31 6 5 5 9 9 10 3 4 5 3 0 0 

100.0% 100.0% 21.4% 16.1% 17.9% 29.0% 32.1% 32.3% 10.7% 12.9% 17.9% 9.7% 0.0% 0.0% 

3．３０

歳代 

43 84 1 6 5 28 17 30 11 4 8 16 0 0 

100.0% 100.0% 2.3% 7.1% 11.6% 33.3% 39.5% 35.7% 25.6% 4.8% 18.6% 19.0% 0.0% 0.0% 

4．４０

歳代 

73 126 5 4 23 53 26 32 9 12 10 23 0 2 

100.0% 100.0% 6.8% 3.2% 31.5% 42.1% 35.6% 25.4% 12.3% 9.5% 13.7% 18.3% 0.0% 1.6% 

5．５０

歳代 

75 133 7 8 30 44 17 39 10 11 11 29 0 2 

100.0% 100.0% 9.3% 6.0% 40.0% 33.1% 22.7% 29.3% 13.3% 8.3% 14.7% 21.8% 0.0% 1.5% 

6．６０

～６４

歳 

42 29 4 2 14 13 12 7 5 2 7 4 0 1 

100.0% 100.0% 9.5% 6.9% 33.3% 44.8% 28.6% 24.1% 11.9% 6.9% 16.7% 13.8% 0.0% 3.4% 

7．６５

～６９

歳 

46 46 5 3 24 19 10 11 2 5 5 8 0 0 

100.0% 100.0% 10.9% 6.5% 52.2% 41.3% 21.7% 23.9% 4.3% 10.9% 10.9% 17.4% 0.0% 0.0% 

8．７０

～７４

歳 

46 51 11 8 16 22 11 13 5 4 3 4 0 0 

100.0% 100.0% 23.9% 15.7% 34.8% 43.1% 23.9% 25.5% 10.9% 7.8% 6.5% 7.8% 0.0% 0.0% 

9．７５

～７９

歳 

52 33 8 3 24 9 13 9 3 4 3 6 1 2 

100.0% 100.0% 15.4% 9.1% 46.2% 27.3% 25.0% 27.3% 5.8% 12.1% 5.8% 18.2% 1.9% 6.1% 

10． 

８０歳

以上 

37 37 4 4 19 14 3 12 3 3 8 3 0 1 

100.0% 100.0% 10.8% 10.8% 51.4% 37.8% 8.1% 32.4% 8.1% 8.1% 21.6% 8.1% 0.0% 2.7% 
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⑨ 

問８ 問７で「参加したくない」、「どちらかといえば参加したくない」と回答した方に伺い

ます。参加したくないと思われた理由についてお選びください。 

問２５ あなたの世帯全体の年間収入（税込み額）は、およそどのくらいですか。 

 

・クロス表は次頁に掲載。 

・問２５で「5．６００～７００万円台」、「6．８００～９００万円台」、「7．１，０００万

円以上」とした回答者のうち、３０％弱が問８で「1．仕事が忙しい」と回答し、他の年

収層と比較すると回答率が高くなっている。 

・問２５で「1．収入なし」とした回答者のうち４６．２％が問８で「3．自分の生活だけで

精一杯」と回答している。「2．２００万未満」では３０．９％の回答率である。どちらも

他の年収層と比較すると回答率が高くなっている。 

・「2．２００万未満」では２１．８％が「8．身体状況から参加が難しい」とし、これも回

答率が高くなっている。対して、「6．８００～９００万円台」、「7．１，０００万円以上」

では、「8．身体状況から参加が難しい」の回答率は３％程度と低くなっている。 
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1．仕事

が忙し

い 

2．子育

てや介

護が忙

しい 

3．自分

の生活

だけで

精一杯 

4．趣味

や余暇

活動を

優先 

5．活動

内容が

わから

ない 

6．参加

の機会

がない 

7．趣味

や関心

がない 

8．身体

状況か

ら参加

が難し

い 

9．気恥

ずかし

い 

10．活

動の場

が不便 

11．活

動内容

への不

満 

12．そ

の他 

総計 
177 81 174 114 80 45 50 65 25 11 4 23 

20.8% 9.5% 20.5% 13.4% 9.4% 5.3% 5.9% 7.7% 2.9% 1.3% 0.5% 2.7% 

1．収入

なし 

1 1 6 2 1 0 0 1 0 0 0 1 

7.7% 7.7% 46.2% 15.4% 7.7% 0.0% 0.0% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 

2．２００

万未満 

7 2 17 5 5 4 3 12 0 0 0 0 

12.7% 3.6% 30.9% 9.1% 9.1% 7.3% 5.5% 21.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

3．２００

～３００

万円台 

26 13 40 25 17 12 11 19 6 9 0 7 

14.1% 7.0% 21.6% 13.5% 9.2% 6.5% 5.9% 10.3% 3.2% 4.9% 0.0% 3.8% 

4．４００

～５００

万円台 

37 17 42 25 18 10 11 17 5 1 0 6 

19.6% 9.0% 22.2% 13.2% 9.5% 5.3% 5.8% 9.0% 2.6% 0.5% 0.0% 3.2% 

5．６００

～７００

万円台 

30 14 22 9 9 3 5 6 4 0 2 3 

28.0% 13.1% 20.6% 8.4% 8.4% 2.8% 4.7% 5.6% 3.7% 0.0% 1.9% 2.8% 

6．８００

～９００

万円台 

27 11 13 16 9 5 8 3 5 0 1 1 

27.3% 11.1% 13.1% 16.2% 9.1% 5.1% 8.1% 3.0% 5.1% 0.0% 1.0% 1.0% 

7．１，０

００万円

以上 

26 12 17 13 7 3 4 3 4 0 0 3 

28.3% 13.0% 18.5% 14.1% 7.6% 3.3% 4.3% 3.3% 4.3% 0.0% 0.0% 3.3% 

8．わか

らない 

18 9 17 17 10 7 5 3 1 1 0 2 

20.0% 10.0% 18.9% 18.9% 11.1% 7.8% 5.6% 3.3% 1.1% 1.1% 0.0% 2.2% 

無回答 5 2 0 2 4 1 3 1 0 0 1 0 
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⑩ 

問９ 今までどのような形態でボランティア・市民活動に参加したことがありますか。 

問１２ ボランティア・市民活動に参加する際、どのような活動であれば参加しやすいと思

いますか。 

 

・クロス表は次頁に掲載。 

・問９のどの活動の形態においても、問１２で「1．好きな時に参加できる」（６１．２％）

の回答率が一番高くなっている。特に、問９で「4．団体に加入しないで行っている」と

した回答者では６３．２％となっている。ただし、問９で「1．市民活動団体」、「2．NPO

法人」、「3．自治会・町内会」、「6．その他」とした回答者のうち４５％前後は、「1．

好きな時に参加できる」を選択しておらず、参加のしやすさの共通の尺度とみなすことま

ではできないと思われる。 

・問１２の「6．気軽に参加できそうな雰囲気がある」（５０．５％）では、問９で「2．NPO

法人」や「6．その他」と回答した者の回答率がやや低い一方で「4．団体に加入しないで

行っている」と回答した者の回答率がやや高くなっている。 

・問１２の単純集計で「8．楽しそう、興味のある活動である」とした回答者の比率は３０．

７％である。問９で「1．市民活動団体」「2．NPO 法人」「3．自治会・町内会」で活動経

験があると回答した者のうち、３０％前後が「8．楽しそう、興味のある活動である」と

回答するとともに、問９で「5．今までに参加したことがない」とした回答者の３３．２％

が「8．楽しそう、興味のある活動である」と回答している。これらの結果から、「8．楽

しそう、興味のある活動である」は参加経験の有無にかかわらず、参加のしやすさとして

一定程度重視されていることがわかる。 

・問１２の「4．社会のために役立つことが実感できる」の回答率は、問９で「1．市民活動

団体」「2．NPO 法人」「4．団体に加入しないで行っている」とした回答者では３０％を

超えている。 
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上段が問１２の回答数で下段が nに対する回答率 

  

1．好きな

時に参加

できる 

2．いくら

か活動の

対価が貰

える 

3．同年代

が多く参

加してい

る 

4．社会の

ために役

立つこと

が実感で

きる 

5．趣味や

特技を活

かせる 

6．気軽に

参加でき

そうな雰

囲気があ

る 

7．自分に

役立つ技

能が得ら

れる 

8．楽しそ

う、興味

のある活

動である 

n=974 
596 154 177 237 226 492 70 299 

61.2% 15.8% 18.2% 24.3% 23.2% 50.5% 7.2% 30.7% 

1．市民活動団体 79 21 26 50 44 70 11 42 

n=149 53.0% 14.1% 17.4% 33.6% 29.5% 47.0% 7.4% 28.2% 

2．NPO法人  27 9 7 18 14 19 4 15 

n=48 56.3% 18.8% 14.6% 37.5% 29.2% 39.6% 8.3% 31.3% 

3．自治会・町内会 248 44 64 110 101 224 26 122 

n=441 56.2% 10.0% 14.5% 24.9% 22.9% 50.8% 5.9% 27.7% 

4．団体に加入しな

いで行っている 
43 11 8 22 28 40 2 14 

n=68 63.2% 16.2% 11.8% 32.4% 41.2% 58.8% 2.9% 20.6% 

5．今までに参加し

たことがない 
220 67 66 71 62 180 26 126 

n=380 57.9% 17.6% 17.4% 18.7% 16.3% 47.4% 6.8% 33.2% 

6．その他    34 16 11 18 19 25 8 11 

n=65 52.3% 24.6% 16.9% 27.7% 29.2% 38.5% 12.3% 16.9% 
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⑪ 

問１０ 今までボランティア・市民活動に参加したことがある方に伺います。参加したこと

がある活動はどのような分野ですか。 

問１２ ボランティア・市民活動に参加する際、どのような活動であれば参加しやすいと思

いますか。 

 

・クロス表は次頁に掲載。 

・問１０で「1．保健・医療・福祉」とした回答者においては、問１２の「1．好きな時に参

加できる」（７１．７％）や「4．社会のために役立つことが実感できる」（３３．７％）

の回答率が高くなっている一方で、「8．楽しそう、興味のある活動である」（２０．７％）

はやや低くなっている。また、「2．いくらか活動の対価が貰える」の回答率が問１０の他

の選択肢の回答者と比べやや高い。 

・問１０で「4．芸術・文化・スポーツ」とした回答者においては、問１２の「5．趣味や特

技を活かせる」（４９．２％）の回答率が一番高くなっている。 

・問１０で「6．災害救助支援」とした回答者においては、問１２の「4．社会のために役立

つことが実感できる」（４０％）の回答率が高くなっている。 

・問１０で回答者数が特に多いのは「3．まちづくり・まちおこし」と「7．地域安全」であ

る。どちらも「4．社会のために役立つことが実感できる」とした回答率がやや高くなっ

ている。 

・これらの結果から、市民活動の参加者を増やしていくためには、一律での呼びかけではな

く、分野ごとに異なるアプローチが必要となると考えられる。 
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上段が問１２の回答数で下段がｎに対する回答率 

  

1．好きな

時に参加

できる 

2．いくら

か活動の

対価が貰

える 

3．同年代

が多く参

加してい

る 

4．社会の

ために役

立つこと

が実感で

きる 

5．趣味や

特技を活

かせる 

6．気軽に

参加でき

そうな雰

囲気があ

る 

7．自分に

役立つ技

能が得ら

れる 

8．楽しそ

う、興味

のある活

動である 

n=974 
596 154 177 237 226 492 70 299 

61.2% 15.8% 18.2% 24.3% 23.2% 50.5% 7.2% 30.7% 

1．保健・医療・福祉 66 21 14 31 20 44 8 19 

n=92 71.7% 22.8% 15.2% 33.7% 21.7% 47.8% 8.7% 20.7% 

2．教育・研究 31 12 15 14 15 30 4 15 

n=55 56.4% 21.8% 27.3% 25.5% 27.3% 54.5% 7.3% 27.3% 

3．まちづくり・まちおこし 105 20 38 55 51 94 10 41 

n=185 56.8% 10.8% 20.5% 29.7% 27.6% 50.8% 5.4% 22.2% 

4．芸術・文化・スポーツ 61 17 22 32 62 54 5 35 

n=126 48.4% 13.5% 17.5% 25.4% 49.2% 42.9% 4.0% 27.8% 

5．自然・環境保全 32 5 8 14 6 28 2 15 

n=51 62.7% 9.8% 15.7% 27.5% 11.8% 54.9% 3.9% 29.4% 

6．災害救助支援 17 4 6 12 6 9 4 3 

n=30 56.7% 13.3% 20.0% 40.0% 20.0% 30.0% 13.3% 10.0% 

7．地域安全 107 18 25 56 37 100 14 48 

n=182 58.8% 9.9% 13.7% 30.8% 20.3% 54.9% 7.7% 26.4% 

8．人権・平和 7 0 0 5 3 7 1 3 

n=10 70.0% 0.0% 0.0% 50.0% 30.0% 70.0% 10.0% 30.0% 

9．国際協力・交流 11 4 5 9 8 11 3 8 

n=23 47.8% 17.4% 21.7% 39.1% 34.8% 47.8% 13.0% 34.8% 

10．子ども・青少年育成 43 15 12 22 20 44 5 23 

n=81 53.1% 18.5% 14.8% 27.2% 24.7% 54.3% 6.2% 28.4% 

１１．その他 17 6 2 9 14 19 5 13 

n=38 44.7% 15.8% 5.3% 23.7% 36.8% 50.0% 13.2% 34.2% 
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⑫ 

問９ 今までどのような形態でボランティア・市民活動に参加したことがありますか。 

問１３ ボランティア・市民活動を盛んにするには次のような方策が考えられます。この中

で特にどのような方策が必要だと思いますか。 

 

・クロス表は次頁に掲載。 

・問１３の単純集計で回答率が一番高い「6．市民活動の活動紹介・普及活動」（３８％）で

は、問９の「1．市民活動団体」や「2．ＮＰＯ法人」での回答率が高く、４０％を超えて

いる。問９で「5．今までに参加したことがない」とした回答者における回答率も３５．

８％である。これらの結果から、参加経験を問わず必要な方策として重視されていると理

解できる。 

・問１３の単純集計で二番目に回答率が高い「3．活動に役立つ情報の積極的な発信」（３６．

５％）は、「1．市民活動団体」や「2．ＮＰＯ法人」での回答率が３０％台後半を占める

とともに、「5．今までに参加したことがない」とした回答者における回答率も３６．１％

に達している。問９で回答者数が最も多い「3．自治会・町内会」での回答率は３３．３％

である。これらの結果から、参加経験を問わず必要な方策として重視されていると理解で

きる。 

・問１３の「9．ボランティア・市民活動を体験する機会の提供」（３３％）の回答率は、「1．

市民活動団体」や「2．ＮＰＯ法人」で 20％台後半となっている一方で、「5．今までに参

加したことがない」（３３．７％）や「6.その他」（３３．８％）ではやや高くなっている。 

・問１３の「2．活動する場所の支援」（３０．２％）の回答率は、「3．自治会・町内会」で

３２．７％に達し、「1．市民活動団体」、「2．ＮＰＯ法人」「4．団体に加入しないで行っ

ている」では４０％を超えている。 

・これらの結果から、実際に活動をしている回答者は、活動の場への支援を求めていると考

えられる。 

・問１３の「1．市民活動団体への補助金」を必要な方策と回答した比率は、問９での参加

経験や参加形態を問わず、３０％前後となっている。 

・「1．市民活動団体」、「2．ＮＰＯ法人」での参加経験があるという回答者は、問１３の「7．

市民活動の技術や知識などを得るための講座・研修会の開催」の回答率が 20％を超えて

おり、これは問 9の他の回答者と比べ高くなっている。 
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上段が問１３の回答数で下段が nに対する回答率 

  

1．市民

活動団体

への補助

金 

2．活動

する場所

の支援 

3．活動

に役立つ

情報の積

極的な発

信 

4．個人

や団体へ

の相談体

制の充実 

5．市民

活動団体

の交流会

の実施 

6．市民

活動の活

動紹介・

普及活動 

7．市民

活動の技

術などを

得るため

の講座の

開催 

8．子ども

や若者に

対する教

育機会の

提供 

9．ボラン

ティア・市

民活動を

体験する

機会の提

供 

10．安心

して活動

できる保

険制度の

充実 

11．市民

活動団体

に対する

寄付制度

の充実 

n＝987 

298 298 360 73 81 375 153 146 326 138 38 

30.2% 30.2% 36.5% 7.4% 8.2% 38.0% 15.5% 14.8% 33.0% 14.0% 3.9% 

1．市民活

動団体 
40 64 54 7 16 65 30 16 40 28 6 

n=149 26.8% 43.0% 36.2% 4.7% 10.7% 43.6% 20.1% 10.7% 26.8% 18.8% 4.0% 

2．NPO法

人  
13 21 19 4 3 22 13 5 12 6 0 

n=48 27.1% 43.8% 39.6% 8.3% 6.3% 45.8% 27.1% 10.4% 25.0% 12.5% 0.0% 

3．自治

会・町内

会 

133 144 147 24 36 155 75 58 135 58 7 

n=441 30.2% 32.7% 33.3% 5.4% 8.2% 35.1% 17.0% 13.2% 30.6% 13.2% 1.6% 

4．団体に

加入しない

で行ってい

る 

20 28 22 8 5 26 11 11 22 10 2 

n=68 29.4% 41.2% 32.4% 11.8% 7.4% 38.2% 16.2% 16.2% 32.4% 14.7% 2.9% 

5．今までに

参加したこ

とがない 

98 89 137 31 28 136 47 51 128 49 18 

n=380 25.8% 23.4% 36.1% 8.2% 7.4% 35.8% 12.4% 13.4% 33.7% 12.9% 4.7% 

6．その他    22 23 16 3 3 24 9 8 22 10 4 

n=65 33.8% 35.4% 24.6% 4.6% 4.6% 36.9% 13.8% 12.3% 33.8% 15.4% 6.2% 
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⑬ 

問９ 今までどのような形態でボランティア・市民活動に参加したことがありますか。 

問１９ あなたの年齢を選択してください。 

・問９の「5．今までにボランティア・市民活動に参加したことがない」という回答の比率

は、３０歳代で一番高く、５７．８％となっている。次いで、２０歳代以下が４０％台後

半となっている。年齢が上がるにつれ、「5．今までにボランティア・市民活動に参加した

ことがない」という回答の比率は下がっていくものの、６０歳代以上７９歳以下において

も、３０％前後を占めていることがわかる。 

・「1．市民活動団体」の回答の比率は低いものの、３０歳代を除く全ての年代で１０％程度

の参加者がおり、６５歳以上では２０％を超えることがわかる。 

 

上段が問９の回答数で下段がｎに対する回答率 

  
1．市民活動

団体 
2．NPO法人  

3．自治会・

町内会 

4．団体に加

入しないで

行っている 

5．今までにボラ

ンティア・市民

活動に参加した

ことがない 

6．その他 

総計 149 48 441 68 380 65 

n=988 15.1% 4.9% 44.6% 6.9% 38.5% 6.6% 

1．２０歳未満 3 0 2 1 9 3 

n=19 15.8% 0.0% 10.5% 5.3% 47.4% 15.8% 

2．２０歳代 7 3 11 7 28 3 

n=59 11.9% 5.1% 18.6% 11.9% 47.5% 5.1% 

3．３０歳代 5 6 31 6 74 10 

n=128 3.9% 4.7% 24.2% 4.7% 57.8% 7.8% 

4．４０歳代 18 10 69 12 76 22 

n=200 9.0% 5.0% 34.5% 6.0% 38.0% 11.0% 

5．５０歳代 24 8 103 10 72 13 

n=209 11.5% 3.8% 49.3% 4.8% 34.4% 6.2% 

6．６０～６４歳 12 3 37 4 21 1 

n=71 16.9% 4.2% 52.1% 5.6% 29.6% 1.4% 

7．６５～６９歳 19 2 44 7 29 3 

n=93 20.4% 2.2% 47.3% 7.5% 31.2% 3.2% 

8．７０～７４歳 21 6 49 11 29 5 

n=100 21.0% 6.0% 49.0% 11.0% 29.0% 5.0% 

9．７５～７９歳 21 8 45 6 24 2 

n=85 24.7% 9.4% 52.9% 7.1% 28.2% 2.4% 

10．８０歳以上 18 2 47 4 16 3 

n=75 24.0% 2.7% 62.7% 5.3% 21.3% 4.0% 
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⑭ 

問１０ 今までボランティア・市民活動に参加したことがある方に伺います。参加したこと

がある活動はどのような分野ですか。 

問１３ ボランティア・市民活動を盛んにするには次のような方策が考えられます。この中

で特にどのような方策が必要だと思いますか。 

 

・クロス表は次頁に掲載。 

・問１３において回答率が最も高いのは「6.市民活動の活動紹介・普及活動」（３８％）で

ある。活動分野のなかでは「5．自然・環境保全」（４５．１％）や「7．地域安全」（４

１．８％）の回答率が高めになっているが、どの活動分野でも必要な方策として認識され

ていることがわかる。 

・問１３の「3．活動に役立つ情報の積極的な発信」（３６．５％）についても、活動分野

にかかわらず必要な方策とみなされている。 

・問１３の「９．ボランティア・市民活動を体験する機会の提供」（３３％）は、「5．自

然・環境保全」（４５．１％）や「9．国際協力・交流」（３９．１％）などで回答率が

高くなっている。 

・問１３の「1．市民活動団体への補助金」（３０．２％）は、「5．自然・環境保全」や「6．

災害救助支援」で１０％台後半の回答率であるものの、ほとんどの分野で３０％前後の回

答率となっている。 

・問１３の「2．活動する場所の支援」（３０．２％）は、「4．芸術・文化・スポーツ」（５

４．８％）や「5．人権・平和」（５０％）、「2．教育・研究」（４９．１％）などで回

答率が高く、どの活動分野でも必要な方策として認識されている。 

・問１３の「７．市民活動の技術や知識などを得るための講座・研修会の開催」（１５．５％）

は、「1．保健・医療福祉」、「2．教育・研究」、「6．災害救助支援」の活動分野で回

答率が２０％を超えている。 

・問１３の「8．子どもや若者に対する市民活動に関わる教育機会の提供」（１４．８％）

は、「2．教育・研究」で回答率が２１．８％あり、「5．自然・環境保全」や「10．子ど

も・青少年育成」で回答率が概ね２０％となっている。 

・これらの結果から、分野ごとに一律の支援ではなく、それぞれの状況にあった支援を検討

していく必要があると考えられる。 
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上段が問１3の回答数で下段が nに対する回答率 

 

 

 

 

 

 

1．市民活
動団体へ
の補助金

2．活動す
る場所の
支援

3．活動に
役立つ情
報の発信

4．相談体
制の充実

5．市民活
動団体の
交流会の
実施

6．市民活
動の活動
紹介・普
及活動

7．市民活
動の技術
などを得る
ための講
座の開催

8．子ども
や若者に
対する教
育機会の
提供

9．ボラン
ティア・市
民活動を
体験する
機会の提
供

10．安心し
て活動で
きる保険
制度の充
実

11．市民
活動団体
に対する
寄付制度
の充実

298 298 360 73 81 375 153 146 326 138 38

30.2% 30.2% 36.5% 7.4% 8.2% 38.0% 15.5% 14.8% 33.0% 14.0% 3.9%

1．保健・
医療・福
祉

31 38 35 7 6 37 19 15 27 15 2

n=92 33.7% 41.3% 38.0% 7.6% 6.5% 40.2% 20.7% 16.3% 29.3% 16.3% 2.2%

2．教育・
研究

18 27 18 5 1 19 13 12 17 7 0

n=55 32.7% 49.1% 32.7% 9.1% 1.8% 34.5% 23.6% 21.8% 30.9% 12.7% 0.0%

3．まちづく
り・まちお
こし

62 58 65 11 20 62 31 28 59 30 2

n=185 33.5% 31.4% 35.1% 5.9% 10.8% 33.5% 16.8% 15.1% 31.9% 16.2% 1.1%

4．芸術・
文化・ス
ポーツ

42 69 37 12 11 48 21 12 33 15 9

n=126 33.3% 54.8% 29.4% 9.5% 8.7% 38.1% 16.7% 9.5% 26.2% 11.9% 7.1%

5．自然・
環境保全

9 21 14 3 5 23 6 10 22 10 0

n=51 17.6% 41.2% 27.5% 5.9% 9.8% 45.1% 11.8% 19.6% 43.1% 19.6% 0.0%

6．災害救
助支援

5 9 9 2 1 12 6 3 6 6 1

n=30 16.7% 30.0% 30.0% 6.7% 3.3% 40.0% 20.0% 10.0% 20.0% 20.0% 3.3%

7．地域安
全

53 59 67 11 16 76 35 17 57 29 4

n=182 29.1% 32.4% 36.8% 6.0% 8.8% 41.8% 19.2% 9.3% 31.3% 15.9% 2.2%

8．人権・
平和

3 5 4 1 4 4 1 0 2 2 0

n=10 30.0% 50.0% 40.0% 10.0% 40.0% 40.0% 10.0% 0.0% 20.0% 20.0% 0.0%

9．国際協
力・交流

9 9 9 2 1 7 2 4 9 2 2

n=23 39.1% 39.1% 39.1% 8.7% 4.3% 30.4% 8.7% 17.4% 39.1% 8.7% 8.7%

10．子ど
も・青少年
育成

23 31 27 6 5 34 9 16 25 11 4

n=81 28.4% 38.3% 33.3% 7.4% 6.2% 42.0% 11.1% 19.8% 30.9% 13.6% 4.9%

11．その
他

11 7 13 5 4 11 10 6 6 4 2

n=38 28.9% 18.4% 34.2% 13.2% 10.5% 28.9% 26.3% 15.8% 15.8% 10.5% 5.3%

n=987
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Ⅳ 総括 

〇ボランティア・市民活動への関心、認知について 

 ・今回の調査の結果、ボランティア・市民活動に関する市民の認知度は７６．７％。また、

関心がある回答は、５９．９％となった。 

 ・その中でも自治会・町内会の認知度が高く、市民活動・ＮＰＯの認知度は４５．２％と

半数に及ばない結果となった。 

 ・ボランティア・市民活動の経験がある人ほど、認知度、関心が高い傾向がわかる。 

 ・年齢層別に見ても、３０歳代以下の年齢層の認知度・関心が低い結果となっている。一

方、６０歳以上の年齢層は、認知度・関心が高い結果となった。 

 ・これらの結果から、市民活動に関する情報発信を若い層に向けて行っていくことで認知

度・関心を高めることができるのではないか。そのためにも、若い層に興味を持っても

らえるような情報の提供方法が必要になる。 

 

〇ボランティア・市民活動への参加について 

 ・今回の調査の結果、ボランティア・市民活動に参加の意欲がある回答者は、４６．３％。 

・今までボランティア・市民活動に参加したことがないという回答が３８．５％であるこ

とから、全体の６０％程度は何らかの形で参加経験があることがわかった。 

 ・一方、参加意欲が低い回答者は、３８．１％。参加意欲の低い理由としては、仕事、子

育て、介護などから活動に参加できないという理由が主で、市民活動自体の活動内容か

ら参加意欲が低いわけではないことがわかった。 

 ・ボランティア・市民活動への関心が高いと参加意欲も高くなる結果となった。 

 ・参加意欲が高い回答者は、ボランティア・市民活動に関するイメージが他者との交流や

知識、経験の蓄積が図れるなど、自身を高めるものであるというイメージを持っている

回答者が多い。参加意欲の低い回答者は、自己犠牲を図るものや自分とは無関係である

という負担感を強いられるものという認識や、無関心な回答者が多くなっている。 

 ・年齢層別に見ても、認知度同様、３０歳代以下の年齢層で参加意欲が低い傾向にある。

また、６０歳以上の年齢層では参加意欲が高い傾向にある。 

  

〇今後の支援策、担い手対策への考察 

 ・今回の調査の結果から、市民活動の活動紹介や情報発信の必要性が高い結果となった。

その他にも、補助金の充実、活動の場の支援、体験機会の提供についても３割を超える

結果となったため、これからも幅広い支援が必要だと考えられる。 

 ・また、活動分野別で見ても、専門知識が必要な活動の実施のため、知識を得るための講

座等の開催が必要だという回答も一定数あることからも同様のことが言える。 

 ・今後、ボランティア・市民活動の参加者を増やしていくためには、若い世代への周知や

市民活動に対するマイナスイメージの払拭が必要となることが考えられる。 

 ・また、参加経験の有無にかかわらず、楽しそうな活動や興味を持ってもらえる活動であ

れば参加しやすいと感じるという結果からも同様のことが言える。 

 ・参加者を増やすための施策として、興味、関心を持ってもらうための情報発信事業や、

興味はあるが、活動をしていない人向けの体験機会の提供、既に活動している方や団体
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向けの補助金の交付、場の支援など、ボランティア・市民活動への関り方の違いによっ

て段階を踏んだ幅広い支援施策が必要になると考えられる。 

 ・また、ボランティア・市民活動は、福祉や環境、文化など多様な分野に分かれ、それぞ

れの分野で抱かれるイメージが異なることから、情報発信等についても一律の方法では

なく、活動の特徴を取り入れたうえでの広報が必要となると考えられる。 

 

令和元年度ボランティア・市民活動に関する意識調査 

令和２年３月 
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